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科授業が「新 しい能力 1)」 を育成することができるか らである。知識基盤社会"の到来を受
け,我が国のみならず,国際的にも「PISA型学力」や 「コンピテンシー」の育成,「知識
の消費から生産 3)」 などが叫ばれている。すなわち,これまでの学力観を見直 し,「新 しい
能力」を養 うために,教育をどう変えていくべきかが問われている。社会科は,これまで
「暗記教科」や 「知識の注入教科」などのレッテルを貼 られてきた。末政公徳は 「他教科
と比べ知識の量がとかく多くなるため,社会科はこれまで しばしば知識の注入教科 と批判
されてきた4)」 と社会科が暗記教科 といわれ る原因を考察 している。 また,開浩和は戦後
の我が国におけるカ リキュラムの変遷か ら,我が国の教育は系統主義 と経験主義を両端 と
し,振り子のように揺れ動いてきたことを分析 している5)。 特に経験主義に基づ く社会科
には,「はいまわる社会科 6)」 とぃ ぅ批判が向けられ,数値化 された学力を低下させ る要因
の一つ とされてきた。つま り,社会科は我が国のカ リキュラムの変遷 とともに,系統主義
と経験主義の間を揺れ動き,系統主義に偏れば,「暗記教科」と批判 され,経験主義に偏れ
ば 「はいまわる」 と批判 されてきたのである。
では,「新 しい能力」の育成が求められている今,社会科にはどのような変化が求められ
ているのだろ うか。それは,現代社会に山積み となっている生の (社会的)問題 を教材 と
して取 り上げ,個々 の学習者が持つ知識,経験を交流 させ ることによって,新たな知識を
創造 し,それ らの問題を解決するための方策を協働的に考える授業への転換ではないだろ





生の (社会的)問題を教材 として取 り上げ,個々 の学習者が持つ知識,経験を交流 させる




いる。 しかし,その位置づけは学校教育全体で行 う安全教育の一環 となってお り,どの教
科,領域が主導 していくのかが明確であるとは言えない。また,「防災に関する実践の多く
は,特別活動の時間枠を使 うものが多 く,単発的になっている7)」 とぃ ぅ指摘 もある。 こ
れ らのことから,防災教育の具体が不明確であり,年に数回の避難訓練を行 うこと=防災





学習者の心理状態には細心の注意を払わなければならない。 しか し,災害大国 日本 と呼ば




害因と人間社会 との関係性で発生するもの9)」 であ り,被害の大小は,社会の脆弱性によ
つて決定される。すなわち,自然災害による被害を最小限にとどめるためには,社会の脆








第二に,自然災害を教材 として取 り上げた社会授業実践事例 (30事例)を収集,分析す
ることによつて,社会科防災学習における現状 と課題を明 らかに し,求められる社会科防
災学習の視点を明 らかにする。




















021世紀は、新 しい知識・情報・ 技術が政治 。経済 。文化をは じめ社会のあらゆる領域での活
動の基盤 として飛躍的に重要性 を増す、いわゆる「知識基盤社会」の時代であると言われて
いる。「知識基盤社会」の特質 としては、例えば、O知識には国境がなく、グローバル化が
一層進む、0知識 は 日進月歩であ り、競争 と技術革新が絶え間なく生まれる、C恥識の進展
は旧来のパラダイムの転換を伴 うことが多 く、幅広い知識 と柔軟な思考力に基づ く判断が一
層重要になる、0畦別や年齢を問わず参画することが促進 され る、などを挙げることができ
|  る。(http:″www.mext.go.jpノb_menu/shingi/chukyoノchukyo3/siryo/07102505ノ003′03.htm)|
3)藤本将人は現行の社会科が抱える問題点 として次の 3点を指摘 している。①毎時,授
業を貫く学習問題が教師もしくは教科書により提示 されるが,ほとんどの問題には唯一の







5)開浩和『 小学校新教育課程 社会科の指導計画作成 と授業づ くり』明治図書,2009,p.13.
6)子どもの表面的な活動に目を奪われた低次の学習を指す。(前掲書 (4)p.37.)







第 I章 社会 科授 業 に お ける構 成 主義 的 ア プ ロー チの性格 と意 義
本論文で用いる「構成主義的アプローチ」は,社会的構成主義にもとづく学習理論を社






生み出された世界像 (イメージ)として構成 されるとい う立場の認識論である。
構成主義は,心理学的構成主義 (認知的構成主義)と,社会的構成主義の二つに大別 さ
れ,どちらの立場に立つかによつて,認識の構成過程,認識を構成する主体,分析の対象







「実在す る世界は,ありのままに知覚 され客観的な確か さをもつて認識 し得 る」 とい う客観主
義的な世界の認識の仕方に対 して,構成主義は「絶対的客観性 をもつ世界が実在す るとして (第
一種現実),誰もそれを知覚す ることはできない し,それ として存在 を証す ることもできない。我々
が認知す る世界 とは世界像であ り,意味づけを した真の実在 についてのイメージである (第二種
現実 )」 とす る。 さらに,「観察者か ら独立 した現実 とい うものは存在 しない。観察す る過程その









グ レー サー フェル ド
ヴィゴツキー
ガーゲン
































分析の単位 個 人 社会的な集団,あるいは文化
(参考文献 よ り引用作成 )
【社会的構成主義 (social constructionism)】
知識は,社会 。文化的文脈の中でその影響を受けなが ら,直接的には他者 との相互作用を通 して構成 さ
れてい くことを重視 した認識論の一つである。この考え方では,認識は認識主体の能動的な知識構成の
活動によつて構成 され るとい う構成主義の考え方を基本 としてもちなが らも,これに加 えて,他者ない
しは社会・文化的諸変数 との間の弁証法的相互作用を通 して形成 される過程 とい うものを想定す る。そ
こでは,理解や知識形成は共同体や社会の中での共同構築であることや,共有化・分散化 された形で存
在す ることが強調 されることになる。記憶 とい う一見すると個人の認識活動によると考えられ るもの
も,共同想起の結果であることが ミドル トン (MiddletOn,D。)らの研究によつて明 らかになっている。
日本認知科学会編『認知学辞典』共立出版株式会社,2002年,p.369より引用。
6
本研 究は,学習者の 「新 しい能力 2)」 を育成す るためには,社会的交流に よる協働的な
学びが よ り効果的であるとい う立場 に立ってお り,学習者 の社会的交流による協働的な学
び を設 定す るためには,社会的構成 主義の視点が必要である。 そのため,社会的構成主義
の視点 を社会科授業に援用す ることを「構成主義的アプ ローチ」とした。久保 田賢一 (2000)























係能力を獲得 していく過程 として組織 されるのである。これ らのことから,構成主義的ア
プローチによる社会科は「新 しい能力」の育成に資する社会科 とな り得ると言えよう。
しかし,これまで,構成主義的アプローチによる社会科には,「はいまわる社会科」に陥
る可能性が高いとい う指摘がされてきた。すなわち,上に示す四つの観点の うちの,①基
本的な認知能力の育成 が疎かになつてい るとい う指摘である。 よつて,本研究では,構成
主義的アプ ローチの有用性 を生か しつつ,学習者の基礎的基本的知識 の習得 を保障す るこ
とで,「学習者 の主体性」と「社会認識体制の質」の両方 を保障す る社会科授業 を提案 して
い る。
次に,構成主義的アプ ローチによる社会科の意義について述べてい きたい。我 が国にお
いては,構成 主義 による学習理論 は,算数・ 数学教育や理科教育において先駆的に取 り入
れ られ てきた4)。社会科教育において も,構成主義 を視点 と した授業構成論及び授業実践 ,
また,構成主義の視点 に基づいた社会科授業実践の再検討 (再評価)などの先行研究が報








中村 (2000)は,当時,米国の社会科 において注 目されていた構成主義の学習理論を視
点 として,社会科教育 におけるイ ンターネ ッ ト活用の意義 を明 らかに した (先行研究① )。
中村 によると,インターネ ッ ト活用の意義は 「他者 との交流に基づいて学習者が主体的に
知の構築 を図 る学習を保障できるところ」にあ り,その活用形態は表 2に示す三つに集約
され る。 中村 の研 究か ら得 られ る視点 としては,構成主義的アプ ローチに よる社会科にお
ける,インターネ ッ ト活用の有用性 があげ られ る。構成主義的アプ ローチによる社会科で
は,学習者の主体的な知識活用 と,他者 との社会的交流が学習の中心 とな る。学習者の主
体的な知識活用 については,学習者 が個別 に有す る学習スタイルが尊重 されなければな ら
ない。インターネ ッ トを活用す ることによ り,情報 の収集や発信 に多様性 が生まれ,各学
習者個人の学習スタイル を保障できる範囲が広 くなる。また,他者 との相互作用に関 して ,
インターネ ッ トは身近な他者 を,さらには国境 を越 え,世界 中の人々 と交流す ることを可
能 にす る。すなわち,「他者 との交流 に基づいて,学習者 が主体的に知の構築 を図 る学習 を
保障」す ることを可能 にす るのである。
表 2 インターネット活用の授業類型
類 型 条件・ 課題









③情報の作成 。交流形態 ・ 適切な交流の活用形態の選択,学習 コミュニティとしての交流形成 ,
学習基地 としてのシステム化 されたウェブ教材の開発が課題になる。
(中村哲「社会科教育におけるインターネ ッ ト活用の意義 と授業実践―構成主義的アプローチに基づ く
知の構築を意図 して―」全国社会科教育学会『 社会科研究』第 52号,2000,pp.1‐10.より引用作成 )
自木・寺尾 (2001)は,我が国において,構成主義の考え方を先駆的に取 り入れてきた
算数・数学教育の授業構成の原理を参考に,社会科における学習指導過程 とその条件を明
らかに している (先行研究② )。 また,質問紙法による実証的調査か ら,構成主義的な学習
における学習者像 (活動的,社交的,創造的)や教師像 (促進者,協力者)も明らかにし
ている。 自木・寺尾による研究から得 られる視点 としては,社会科授業を構想する場合の






中澤 。田渕 (2004),と小林 (2013)は構成主義の視点を用いて,成立期の社会科,い
わゆる初期社会科の実践を再評価 している (先行研究③,④)。 両者の研究成果は表 4,表
5(次頁)に集約 される。両氏の研究から得 られる視点 としては,初期社会科における実
践は構成主義的な側面が強 く,それ らは系統主義に基づ く社会科授業 と対立する授業構成
論 として捉えられてきたとい うことである。すなわち,初期社会科を含む経験主義的な社





る社会科=初期社会科 とい う見方は構成主義の一面性を強調 したものに過ぎないと言えよ
う。そこで,本研究では,系統主義 と経験主義を二項対立の概念 として捉えることをせず ,
協働的な学びによつて,学習者に形成される社会認識の系統性や科学性を重視する。






子ども 対象に能動的にかかわる実態。 知識 を受動的 に受容す る主体。
授業綸
子 どもがどのように知識を構成 していくか ,
その環境のあり方に関心をもつ。
知識 を分析 し,分割 し,構造化 し,効率的に伝達す
ることに関心 をもつ。












表 4 「社会科の初志をつ らぬく会」 と「概念探求型の社会科」の比較











































表 3,表4からも分か るよ うに,これ まで構成主義的アプ ローチに よる社会科では学習
者 の 「主体性」が重視 され,それ と対立す る社会科では学習者 の 「社会認識体制 の質」の
保障が重視 されている とい うによ うに提 え られてきた。すなわち,学習者 の 「主体性」 と
「社会認識体制の質」 は トレー ドオフの関係 として捉 え られて きたのである。従つて,構
成主義的アプ ローチに よる社会科で,学習者 の 「社会認識 体制 の質」を保障す ることがで
きれば,これ まで,構成主義的アプ ローチに よる社会科に向け られ てきた批判 に答 えるこ
とができる。以 下に示す二つの実践は,構成主義的アプローチによつて「主体性」 と「社






台づくり」→ 「交流」→ 「表現」の 4段階である。先に述べたように,構成主義的アプロ
ーチによる社会科授業は,経験主義社会科 と同一視 され,「はいまわる社会科」に陥 りやす
い とい う指摘を受ける場合が多い。大庭も同様に,「(学習者の思考の領域固有性や知識の
領域固有性に由来する)はいまわる社会科」に陥る可能性について指摘 してお り,その問
題 を解決するための手立てとして,「土台作 り」の段階を組み込んでいる。「土台作 り」に
ついて,大庭は次のように説明している。
子 どもがよく買い物 をするショッピングセンターである「わさ―るマー ト」の探求を行 う。
ここで,一般的に取 り上げられる 「教育内容の論理」で構成 した地域の小売店に携わる人々の
1努力や工夫を理解す る学習を行 う。
(先行研究⑤より引用)






成 とい う認識形成の手順を踏んだ学習活動を行 うことにより,子どもの知的欲求と思考の
流れに沿つた授業が展開され,子どもの思考を途切れ させずに主体的に学習が進められる」
の二つである。 これ らの成果を裏付ける根拠 としては,学習者の記述内容の変容が示され
てお り,それは以下のように記述 されている。
○第 2段階終了後は学習前 とくらべて,調べたい問題の量が増加 し,質も高まっている。
○第 2段階終了後では子 どもたちは「品揃 え」,「価格」,「サー ビス」,「施設」を視点 とし,小売
店を提 えるようになっている。ただ し,ほとん どの子 どもが小売店 を消費者の立場か ら認識 し
ている。
○第 3段階終了後及び授業終了後では,「価格」,「品質」,「品揃 え」な どの視点で消費者の立場
から小売店 を認識 している一方で,販売者の立場か らも小売店 を認識 している。
○ さらに,高齢者や生産者の立場や地域の一員 としての立場か ら,或いは,環境や流通の しく




とい う解釈も可能である。授業モデルを通 して学習者はどのような概念的知識を構築 (獲
得)するのか,また,学習者に形成 される社会認識体制はどこまで科学的なものになつて
いるか,とい う点が明確になつていない。次に,分析結果に見 られる子 どもの認識の変容
と,構成主義的な学び (「交流」)の関連付けが不十分である。すなわち,学習者に形成 さ
れた社会科認識は構成主義的な学びに起因す るものなのか,「教科内容の論理」による学習
のみでも,このように変容する可能性はないのか, とい う点である。 これ らのことから,
学習過程に 「教科内容の論理」による学習を組み込んだだけでは,学習者の主体性 と社会
認識体制の質が保障されるとは言い難い。
しか し,学習者の 「主体性」と「社会認識体制の質」の両立を意図 した大庭実践は、構
成主義的アプローチによる社会科の新たな展開であるとともに,学習者に「新 しい能力」
を育成する社会科授業を示唆するものである。
次に,開(⑥,2009)の研究 と実践か ら得 られる視点について以下に示 していく。開は
社会科授業の三要素5)(教師,教材・教具,学習者)のうちの教材・教具に着 目し,教材
を「社会的交流のための組織体 (教具 。資料・発問・対話など)」 と定義 した上で,教師か
ら見た教材 (教材構成)と,学習者からみた教材 (教材活用)を構成主義の視点を基に類




として,社会科 ウェッビング法を創出 している,③社会科 と関連づけた総合的学習を視野




認知的所与型教材活用 社会科教科書に対応 した教師用指導書にみ られ る授業
認 知 的促進型教材活用 社会科ネタ教材開発にみ られ る授業
認知的構築型教材活用 社会科の初志をつ らぬ く会に代表 され る問題解決的学習型社会科
協働的所与型教材活用 Historic Landmarks Foundation of lndianaの教育プログラム
協働的促進型教材活用 インターネ ッ トを活用 した社会科授業
協働的構築型教材活用 社会科 ウェッビング法による社会科授業







も果た しているとい う点にある。協働的構築型教材活用を社会科授業構成の原理 とし,社
会科 ウェッビング法を活用することで,学習者による協働的問題解決が促進 され,より構
成主義的な学びが展開されることが予想 される。
表 6 社会科 ウェッビング法の類型





イ ラス トや写真 な どの資料か ら,学習者の「問い」を引き出 し,組















科 と対立する学習理論であると捉えられてお り,その性格は成立期の社会科(初期社会科 )
やゆとり教育,個性重視が掲げられた 1980年代 (第2転換期7))の社会科授業実践にみ ら
れるとい う説明がされてきた。 この対立は,これまで経験主義 と系統主義を両極 として振
り子のように揺れ動いてきた日本の教育界全体の流れ8)と符合する。すなわち,学習者の
「主体性」と「社会認識体制の質 (知識の科学性 )」 は トレー ドオフの関係 として捉えられ
てきた と言えよう。両者の関係について,誤解を恐れずに言 うなれば,学習者が到達すべ
き社会認識の レベルが 10であるとした ら,学習者の経験 (既知)と社会的交流によって 0







学習者に形成 される社会認識の Oから 1までも,学習者の経験 (既知)や社会的交流によ
つて育成 しようとしてきたことにあると言えよう。
































は 「脅 しの防災教育」 と「知識の防災教育」に陥つてお り,実際の避難行動につながらな








取 り上げた社会科授業を「防災学習 3)」 と定義する。その上で,社会科防災学習の現状 と
課題について明らかに し,社会科に求められる防災学習の授業構成を示すことを本章の目
的 とす る。
ア 自然災害等の現状,原因及び減災等についての理解 を深 め,現在お よび将来に直
面す る災害に対 して,的確 な思考 。判断に基づ く適切 な意志決定や行動選択 ができ
るよ うにす る。
イ 地震,台風の発生な どに伴 う危険を理解 。予測 し,自らの安全 を確保す るための
行動ができるよ うにす るとともに, 日常的な備 えができるよ うにす る。
ウ 自他の生命 を尊重 し,安全で安心な社会づ く りの重要性 を認識 して,学校,家庭
及び地域社会の安全活動 に進 んで参加・ 協力 し,貢献できるよ うにす る。
16
1 社 会 科 防災学習 の現状 と課 題
(1)社会科 防災学 習 の現 状
社 会科 防 災学習 の現 状 を分析 してい る論 考 には,以下 に掲 げ る もの が あげ られ る。
①三橋浩志「社会科教育における防災教育研究の動向一東 日本大震災後の学会誌論文等を中心に一」『社
会科教育研究』No.119,2013,pp.100‐110.




⑤溝口和宏 「第 5学年社会科における防災教育の取扱い」『 社会科における防災教育の進め方』東京書








達段階に応 じて,学校周辺のハザー ドマ ップを単に覚えるだけではなく,避難行動等を裏
付ける自然環境の基礎的知識や行動例,さらに防災への社会的取 り組み状況を体系的に学
ぶための教材開発研究」の二点が求められると主張する。
山口 (②,2013)は,まず,自然災害を「危機社会4)」 の現象 として,自然災害=災害
因 (自然現象)十人間社会とい う関係性で捉えている。その上で,「自然現象が起きる因果














た上で,①学校防災教育に関 して現在報告 されている実践やカ リキュラムは「自助」の面
に特化 したものになつている,②歴史的・空間的 (地理的)な視点での防災教育は今まで
も取 り上げられてきたものの,社会の防災システムを見直 し,組み替えることに迫つてい
く, とい う視点,つま り公民的分野での防災教育は,今まで意識 されてこなかつたのでは
ないか,とい う問題提起を行つている。そこで,山田は「公民的資質」を「国家的側面」,













1)災害 を知 る ・災害 の脅威 の実態 を知 り,災害が起 きる自然環境 のメカニズムを科学的に理解す ること。
2)町を知 る
町の 自然環境や地理環境 とい う空間認識 を持つ こと。
これ まで起 こつた災害 の歴 史 を知 る とい う過去 に対す る時間的認
識 を持つ こと。
これ か らの町の在 り方,町作 りを どの よ うに考 えるか とい う将来
に向けての時間的認識 を持つ こと。
3)人を知 る
。地域 に暮 らす,働く人た ちの安全 を確保す るためには どの よ うな
支援・救助体制が必要か を事前 に知 ること。
・ 地域 では どの よ うな能力や設備等 を持 つた人 を効果的 に活用 す
ること。
4)社会 を知 る
自然 災害の脅威 が どの よ うな状態 で広が るのか, どの よ うな状況
に置 かれ ている人が どの レベル で どの よ うな被害 を受 けるのか ,
防止す るために何 が必要で,それが 円滑 に進 まない理 由は どこに
あるのか等 を総合 的に考 えること。











めることが可能になるからである。よつて,これか らの社会科防災学習には,分野 (地理 ,
歴史,公民)のハイブ リッ ド化が求められよう。
では,小学校社会科における防災学習は, どのような現状にあるのだろうか。北 (④,
2013)は小学校社会科において防災を教材 として扱 う場合をは)防災教育が社会科の内容 と
深 く結び付いている場合,(21社会科で求められている特定の学習内容を学び取 らせ るため
に防災教育の観点から教材 として活用する場合,(31社会科の授業の中で防災教育との関連













ために防災教育の観点か ら教材 として活用す る場合





次 に,社会科授業の実践事例分析 を基 に,小学校社会科 における防災学習を類型化す る
こ とによつて,防災学習の現状について明 らかに していきたい。本研究では,第4学年～
第 6学年における,自然災害を教材 とした授業実践事例 を 30事例収集・ 分析す ることに
よ り,帰納的 に小学校社会科防災学習の類型化 している。先行実践の分析結果一覧,及び
分析 のフ レー ムワー クは,21～22頁に示す通 りである。これ らの分析 か ら,結論 を先取 り
して示すな らば,小学校社会科にお ける防災学習は,①災害 リスク認知型,②災害 リスク
克服型 (コミュニティ重視型),③災害 リスク克服型 (社会 システム重視型),④災害 リス
ク発信型,の四つ に分類 され る (表9)。それぞれの型 にお ける典型事例は表 12～表 15に
示す通 りである。
表 9 社会科防災学習の類型







































1 「防砂林」 言下美弘 υリキュラム(19“) ○




4 災害からくらしを守る 芳カロ 航 『社会科における防災教育の進め方』東京書籍,20ユι ○






水害の日田 度辺昭二 0リキュラム(1954D ○
日本の自然 木村稔 歴史地理教育 No 69(190年) ○
9 ろヽいろな土地の高さ調べ 正慶光子 唇史地理教育No 468(1991) ○
火山周辺のくらし 宗像道夫 暦史地理教育N0438(1989) ○
ドフえもんのまらで字は,!!～
プ千・ ハザー ドマ ツプ～ 不 明
申戸学院大学「2tX16年度防災教育チヤレンジプラン」
○
自然災害の防止 Jヽ倉 勝登 『
東京学芸大学教育学部付属小金井小学校研究紀要
/oL32J 2010.pp 61‐66 ○
自然災害を防ぐ 賓口景子 (b―/7eduDe蔽iOrancL′53233f3a059b682d585b5e17)○
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子本 深 1勁災教 育の 目硬 イヒと社 会科 の呆 たす役割-1釜石 の
午跡に学ぶ』判 『地理学報告 第114号』211■2,pp 2,37 ○
東 日本大震災から見る情報化社会 下明(広島大艶疇 屁 吉 壼 ′ト ○
19目然 災 苦 と国 民 生 摘 ～ 水 吾 か ら生 梅澤真一 『
社会科における防災教育の進め方』東京書籍,2013,
○
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26自然災害訪 ぐ 掛 田 直美 ○




わたしたちの願いを実現する政治 小倉 勝登 『
社会科における防災教育の進め方』東京書籍,2013,
○





























災害種 (事例) 火山,地震,洪水 (台風 )
対象 とす る地域 日本全体
授業類型
災害 リス ク認 知型
災害 リスク克服型
災害 リスク発信型
コミュニテ ィ重視型 1社会 システム重視型
○
授業の概要
1 地図の約束            3 山国―立体的な 日本の形 (8時間 )
2 島国―平面的な 日本の形 (3時間)  イ 山地
イ 日本列島            口 火山と地震
口 位置・面積           ハ 川 と平野




詳 しく取 り上げている点で示唆に富む。 日本の国土を平面的な視点 と立体
的な視点から分析 し,学習者の地理的イメージをより正確に育成すること














識は用語的理解にとどま り,自然災害 とい う,わが国が抱える社会問題に
対 して,決活するための知識の活用を期待することはできない。
23







自然 とともに生きる私たち―東 日本大震災を通 して考える一
(第5学年 )
災害種 (事例) 地震・津波災害 (東日本大震災 )





コ ミュニテ ィ重視型 1社会 システム重視型
○
授業の概要




第 2次 世 界 と比べ なが ら自然 災害 につ いて調 べ よ う
。 世界の自然災害に目を向けてみよう
。 どうしてスマ トラ沖地震の被害が大きくなったのだろう。









習得 し,第二次において,それ らの知識を活用 し,自然災害を防ぐための
方策を考える授業構成 となつている。特に,第二次では,被災者の 「和田
















表 14 災害リスク克服型② (社会システム重視型)の典型事例











災害種 (事例) 洪水災害 (加古川 の洪水),津波災害 (釜石の事例 )
























日防波堤の費用対効果について問 う場面があ り,(堤防などの)防災ハー ド
を強化するだけでは,防災 として十分 とは言えないことを学習者が自ら捉
える場面が見 られた。また,信玄堤や,沈下橋など,自然災害を「いなす」





























コミュニテ ィ重視型 1社会 システム重視型
○
授業の概要
1 東 日本大震災や これ までの町の津波被害 を知 り,気づいたことや疑問
か ら学習問題 をつ くる。
2 学習問題 に対す る予想 をたて調べ方 を決 め,津波に対す る K地区の
備 えについて調べ る。
3K地区の津波に対す る備 えの現状 について話 し合 う。
4 現在検討 されている役場の対策 について話 し合 う。




















マ ップを作 り,役場や地域に発信することである。もちろんマップ作 りや ,
行政への提案は重要な学習活動であるが,前段階において検証 した防災ハ







る課題 について次の二点 を指摘す ることができる。
まず,社会科防災学習 の系統化 。構造化 についてである。 山口 (先行研究②,2013)は
防災教育の課題の一つ として以下の よ うに述べてい る。
日常の教育活動 とは切 り離 された行事 として取 り組まれているものであ り,各教科,道徳 ,
特別活動等の授業 との関連付けは意識 されてはいなかった。従つてそのような具体的実践
もなかつた。教科で取 り扱 う内容 もこれまでの学習指導要領では明確に示 されているわけ
ではなく,当然各学年や教科 ごとに系統化,構造化 されているわけではない。
(山口仁久「防災教育と社会科教育」『 四天王寺大学紀要 第56号』,2013,p.305.より引用)
この指摘 は,社会科防災学習 にも当てはまるだろ う。す なわち,社会科防災学習 は,実
践者 によつて様 々なイメージによつて実践 され,例えば,社会科産業学習のよ うに系統化・
構造化 された学習にはなつていない。小学校社会科においては,北(先行研究④,2013)





型,災害 リスク発信型への転換が図 られていること。特に,災害 リスク克服型におけるコ
ミュニティ重視型は,収集 した実践事例の約半数にあた り (30事例中 14事例),現在の社
会科防災学習のスタンダー ドな型 となつていることが明らかになった。これ らの結果から,
現行の社会科防災学習は,防災に携わる人々への共感的理解,もしくは,人々 の助け合い
や地域 コミュニティの重要性を共感的理解 させる学習にとどまつているとい うことができ
るだろう。 もちろん,防災において,災害に備えた地域のコミュニティづ くりは,重要で
ある。 しか し,社会科防災学習の固有性 を踏まえたとき,必ず しも,社会科防災学習にお
いて,扱わなければならない内容 とは言い難い。言い換えると,総合的な学習の時間や ,
特別活動 といつた領域で扱 う内容なのではないだろうか, とい う指摘である。
では,社会科防災学習の固有性 とは,どのようなものか。溝 口 (先行研究⑥,2015)は,
社会科授業に防災を組み込む視点 として,次の四点について特筆 している9)。 (1)災害多発
地域 としてのわが国,121災害 と危険性の認識,13)社会の脆弱性,に)防災対策 と「公助」「共
助」「自助」,の四点である。 この四つの視点の うち,特筆すべきは,(31社会の脆弱性であ














第一 に,自然災害を 日本 の国土が抱 える課題 (リスク)として捉 える とい う視点で




いるハザー ドマ ップポータルサイ トなどを活用 し,自然現象ごとの危険区域や,地域ごと
のハザー ド (災害因)を比較する学習や,これまで 日本を襲った大規模な自然災害の事例
を災害史 として教材化することによつて, 日本では,いつ, どこで自然災害が起きてもお
か しくないとい うことを提えさせることを視点の一つ としたい。
第二に,自然災害の発生原理を提えるとい う視点である。自然災害 とは,「自然現象であ
















学習者 の生活す る社会 を学習の対象 とす る社会科においては,自然災害による被害を最
小限に止 めるために,人間社会の脆弱性 を克服す るための方策 を探 るとい う点に主眼を置
くべ きだ ろ う。 よつて,学習者 に 自然災害=災害因 (自然現象)+社会科 の脆弱性 とい う
発生原理 を捉 えさせ,災害 に強い社会の形成者 として,社会 を どの よ うに変えてい くかに
ついて考 えさせ る視点が社会科防災学習 の開発 の視点の一つである と言 える。
最後 に,社会の リジ リエ ンスを考える とい う視点である。 リジ リエ ンス とは,直訳す る
と 「弾性,回復力」であ り,京都大学防災研究所 の牧紀男 12)は,Robustness(頑強性 ),
Redundancy(代替性), Resourcefulness(資産), Rapidity(迅速性)とい う4つ側面か
ら説明 してい る (表5)。リジ リエ ンス とい う概念 が注 目された背景 としては,阪神・淡路
大震災や東 日本大震災 といつた,近年の大規模 な 自然災害の発生があげ られ る。 これまで
の防災は,頑強性の強化が重視 されてきたが,人智 を超 えた大規模 な自然災害 を受 け,頑
強性の強化以外のアプ ローチか ら防災を考えなけれ ばな らな くなつた。すなわち,自然災
害 を防 ぐ防災の発想か ら,被害 を最小限に止めるとい う減 災への発想の転換である。 よつ
て,社会科防災学習の開発 においては,学習者 の発想 を防災か ら減災へ転換 させ ることを
開発 の視点の一つであると言 えよ う。
また,社会の リジ リエ ンスを高めてい くためには,下表 (表16)に示 した四つの要素 (減
災 を考 えるときの 4R)を基 に した防災施策 を考 える必要がある。その とき,留意 したいの
が防災のためのハー ドウェア (防波堤や ダムな ど)建設 に対す る費用対効果である。 リジ
リエ ンスの要素の一つで もある頑強性は,防災ハー ドウェアを建設 してい くことによつて
高め られ る。 しか し,これ らの建設 には莫大 な費用 と時間がかかる場合が多 く,頑強性 を
高 めることによつて,資産や,迅速性が失われ る可能性が考 えられ る。つま り,防災に関
わ る施策 を考 えるときに,費用対効果が踏まえ られ なけれ ば,現実に即 した防災 とは言え
ないのである。 この点に関 し,岩田一彦 (2011)は「どれだけの備 えができるかは,社会
の豊か さの表れ であ り,その社会の中で費用対効果 を見極 めなが ら,判断できる子 どもの
教育が,災害教育の中核である」 と,社会科防災学習にお ける費用対効果 の視点の重要性
を述べてい る13)。以上か ら,「費用対効果で物事 を考 えるこ とができる能力」 を開発の視
点の一つ と言 えよ う。
表 16 減災 を考える ときの 4R
抵 抗力 Robustness(頑強性 )






















7)兵庫県舞子高等学校環境防災科の諏訪清二は「災害は 自然環境 と社会環境のせ めぎあい


























第一に,学習者に捉 えさせたい基礎的な知識を「知識ベース」 として作成 し,学習者の
学びが 「はいまわ らない」ようにすることである。構成主義的アプローチによる社会科授
業には,しばしば 「はいまわる社会科」に陥るとい う批判が向けられる。その原因には ,
主体性の重視 と,意図が明確になつていない交流活動の設定が考えられる。よつて,本研
究においては,学習に提えさせたい知識を「構成 される知識」と「基礎的な知識」に分け,













識の概念化を図つている。すなわち,グループごとによる「事例分析 (拡散 )」 と学級全体
による「事例間の分析 (収飲 )」 を繰 り返すことによつて,事例間の分析がより質の高いも









促進するためのツール として,多様な資料を一元化 したデジタルコンテンツ (=「防災ウ
ェッブシー ト」)を作成 している。 この防災ウェッブシー トの基本的な構造は次頁図 2に
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示す通 りである。
この防災 ウェ ッブシー トには学習者の思考形成 に有効に働 く三つの側面がある。
一つは問題把握場面において,学習者が 「日本 は多種多様 な 自然災害が頻発す る災害大
国である」 とい う日本 の国土にお ける課題 を視覚的に把握す ることができる点である。 防
災 ウェ ッブシー トの トップページは,地図 と写真 を一枚のシー ト上に表 した もの となつて
い る。その写真一枚一枚が個別の 自然災害事例 を解説す るノー ドとなつてい る (図2)。 こ
の防災 ウェッブシー トを活用す ることによつて,我が国では,多様 な 自然災害が各地で発
生 しているとい う事実 を学習者 に捉 えさせ ることができる。
第二に,問題追究場面における資料 とな り得 るとい う点である。 この防災 ウェ ッブシー
トは,地図や地球儀 (Google Earth),統計な どの基礎的な資料 をは じめ として,動画や
f写真な どの映像資料 を含めた多様 な資料 を一元化 している。そ うす ることによつて,学習
者の思考のつなが りを促進す ることが期待で きる。
第二に,学習者の学習記録 を保存す ることができる点である。 この防災 ウェッブシー ト
は,常に情報 を加筆,更新す るこが可能であるとともに,防災 ウェ ッブシー ト自体が学習
者 の交流の場 になることも考え られ る。すなわち,学習者 の認識形成過程の可視化 と,知















図 2 防災 ウェ ッブシー トの構造図
(筆者作成 )
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以上,構成主義的アプ ローチによる社会科授業モデル開発における四つの視点 を基 に開
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自然災害 は,災害因 (自然現象)+社会の脆弱性 によつて生 じる。 災害因である自然現
象は地震や津波,火山噴火,台風,豪雨な どの ことを指 してお り, 日本 は,これ らの自然
現象が発生 しやすい地形的,気象的特徴 を持 つてい る。 また,森林が国土の 3ノ2とい う特
徴か ら,低地 に人 口が集 中 し,自然災害が発生 しやすい社会的特徴 も持 つてお り,いつで
も,どこで も,だれで も自然災害に遭遇す る危険性 がある。 また,阪神淡路大震災や東 日
本大震災な ど,想定を超 える大災害においては,被害を防 ぐ (防災)とい う考 え方ではな
く,被害 を最小限に止 める (減災)とい う考 え方が重要であ り,そのためには,人間社会
の脆弱性 を明 らかに し,それ を克服す るために,社会の リジ リエ ンス (4R)を向上 させ る
必要がある。
<凡例 >
◎ → 個 別 的 知 識 の 交 流 に よ つ て構 築 され る知 識
。→ 個 別 的 。記 述 的 知 識
◎ 日本は自然的要因 (地形,気象)と社会的要因か ら自然災害発生 しやすい国である。
口 日本では地震,火山噴火,洪水,土砂災害などの自然災害が発生 している。
・ 日本は自然災害が発生 しやすい地形的特徴 と気象的特徴を持っている。
・ 日本は四つものプ レー トが集まる地点にある。
“ 日本付近ではM6以上の地震が全世界の 20%も発生す る。
・  日本は,世界でも地震の発生が多い国の一つである。
・ 地震は,大地にずれが生 じると起 こる。
″ 日本の国土のお よそ 3/2が森林である。
・  日本には活火山が多 くある (108山あ り,世界の活火 山の 7%を占めている)。
・ 火 山が多い と地震 も多 くなる。
・ 日本は台風の通 り道である。
・  日本は雨や雪の多い国である。
口 日本の川は急で短いため,流れが速 く,洪水が起 こりやすいとい う特徴を持つている。
・ 日本は洪水氾濫域の面積が大きい国である。
・  日本は土砂災害が起 こりやすい国である。
・ 浅間山は 日本を代表する火山である。
・ 浅間山はこれまでに何度 も噴火 している火山である。
・ 土石流 とは,たくさんの山の砂が水 と混 じって流れ出す土砂災害である。
・ 日本は水害の多い国である。
・ 日本では火山の噴火や大雪,竜巻の被害 もある。







・ 自然災害が起きると,建物が壊れた り,まちが水につかつた りす る被害が発生す る。
・ 地震の揺れによつて,火災の発生や,地すべ りなどが起 こる場合 もある。
・ 津波や洪水,土砂災害によつて,建物や家などが流 され る。
・ 火砕流や溶岩流,大量の火 山灰 は,人々 の生活を不可能にす る。
・ 火砕流や溶岩流,火山泥流が河川 をせ き止め,洪水 を起 こす ことがある。
・ ライフラインが使用不可能になる。
・ ライフラインとは,水道や電気,ガス,電話,インターネ ッ トなど,人が生活する上で必要な設
備のことである。
・ 直下型地震では,同じ市内でも場所によつて揺れ方に大きな差がある。
・ 液状化現象 とは,地震の揺れによつて地盤 と水が入 りま じり,液体のようになることであ り,埋
め立て地などで多 く発生す る現象である。
口 海底で地震が起きると,それに合わせて海面が上下 し,津波が発生することがある。
口 津波が海岸に押 し寄せ ると,建物などが流 されて,大きな被害をもた らす場合がある。




・ 東 日本大震災によつて,沿岸部にある市町村では建物や家などが津波で流 され,地震の揺れ と津
波の被害 とで,2万人近 くの人々が亡 くなっている。
口 梅雨前線や台風は広い範囲に大雨を降 らせることがあ り,洪水や土砂崩れを引き起 こす場合があ
る。
・ 台風は大雨に加 えて強風ももた らすため,暴風や高潮な どの被害をもた らす ことがある。
・ 雪害 とは大雪による被害のことであ り, 日本海側や 山地でよく起 こる。




・ 東 日本大震災では約 2万4000haもの農地が流 されている。
・ 被災した地域周辺の工場では,生産が続けられなくなる。
・ 交通の不全によつて,卸売業等 も機能 しな くなる。
・ 観光業などは風評被害を受ける場合がある。
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◎ 公助, 自助,共助の視点か ら, 自然災害に備 える必要がある。
・ いつでも,どこでも,だれでも,自然災害の被害にあ う可能性がある。
・ 自然災害には大地の変化に関係す るものと,気候の変化に関係す るものがある。
・ 台風や地震などが起 こらないよ うにすることは不可能である。
・ 防災とは自然災害による被害を防 ぐことである。
・ 減災 とは自然災害による被害を少なくすることである。
・ 国や都道府県,市町村では,普段か ら減災のための努力を している。
・ 砂防ダムとは,土石流を防 ぐためのダムである。
・ 日本では,ほぼ全国でハザー ドマ ップを作成 している (公)。
・ 建物の耐震強度を上げることで,地震の被害を小 さくすることができる。
・ 地震速報などの情報 を共有することで,迅速な避難が可能になる。
・ 排水施設 (排水路)などを整備す ることで洪水の被害を小 さくす ることができる。
・ 堤防をつ くることで,津波や洪水の被害を小 さくす ることができる。
・ 高台にまちを移転 させ ることで,津波の リスクを回避す ることができる。
・ 崖 を補強することで被害を小 さくすることができる。
・ 砂防ダムは土砂災害効果的である。
・ 活火山を監視す ることで避難勧告を早めることができる。
・ 噴火警戒 レベル とは,火山によつてことなる危険度である。
・ 伝承や災害遺構 を調べ ることで,自然災害の リスクが分かる。
◎ 自然災害に強いまち (社会)とは, リジ リエンスが高いまち (社会)のことである。
・ 日本は,外国と比べて,住むことができる土地が少ないとい う特徴がある。
・ 国民の 80%が標高 0～100mの地域に住んでいる。
・ 東京や大阪などの主要都市は川の水面より低 く,洪水の リスクが高い とい う特徴 を持つている。
・ 自然災害に備 えるためには,防災ハー ド (堤防など)の強化が必要である。
・ 自然災害に備 えるためには,減災 4Rを徹底す る必要がある。
・ 防災に関す る様 々な施策は多 くの費用がかかる。
◎ リアリティの共同構築によつて,災害 リスクを小 さくすることができる。
・ 積極的に情報を発信す ることで,災害 リスクを小 さくす ることができる。
・ 仲間と協力 して,率先避難者 となることで,被害にあ う可能性が低 くなる。




・ 資 料 を 見 て 知 っ て い る こ と
や,疑間 に思 った こ とを話 し
合 う。
|どこで どん な 災害 が 起 こつ |
|てい るのだ ろ う^     |
。自分 た ちが住 んでい る地域 で
は どん な 自然 災 害 が 起 こ っ
てい るのか調 べ る。
・ 日本 では どの よ うな 自然 災害
起 こつてい るのか調 べ る。
○ 日本 で 発 生 す る 自然 災 害 の
種類 と特徴 をま とめ る。
③単元計画 (全11時間)
|なぜ, 日本 で は 自然 災害 が |
1頻発 してい るだ ろ う。   |
◎ 災害 大国 日本 の理 由を探 る。
|どの よ うな被 害 が起 こつて |
|いるのだ ろ う^      |
。3グルー プに分かれ て調べ学
習 (地震・ 津波 グルー プ,火
山噴火 グル ー プ,気象 災害・
洪水 グルー プ )
○ 一 斉 学 習 に よ る グル ー プ 間
の交流活動。
|どの よ うな対策 を行 って い
|
|るのだ ろ うハ       |
・3グル ー プに分かれ て調べ学
習 (地震・津波 グル ー プ,火
山噴火 グル ープ,気象 災害 。
洪水 グルー プ )
○ 一 斉 学 習 に よ る グル ー プ 間
の交流活動。
1災害 に強 くな るた め には ど |
|うした ら良いだ ろ う。   |
。日本社会の リジ リエ ンスにつ
いて話 し合 う。
1私た ち に は な に が で き る |
|か ^              |
教 師 の働 きか け
。映像資料① を提示す る。
・国土交通省のハザー ドマ










との調 べ学 習 を支援 す
る。
グループごとによる調ベ
学習 と一斉 学 習 を交互
に行い,調べたことを整
理 し,記録 してい く。
それぞれのグループの進
捗状況によつて,グルー
プ の メ ンバー を入れ 替










・ 学 習者 の考 えを整理す
る。










資 料 と して提 示 す る




・ 学 習者 同士の交 流か ら
明 らか にな った事柄 を
記録す る。
○ 学習 内容 を整 理 し, リ

























































































各 グル ー プが調 べた こ
とを記録す る。
各 グル ー プが調 べ た こ
とを関係 づ け る。


















○ 日本 で は どの よ うな 自然 災 害
が発生 しているのだろ うか。
。日本で発生す る自然災害には ど
の よ うな特徴 があるのだろ う。
・地域 によつて特徴 があるだろ う
か 。






◎ 日本 では,多種多様 な 自然災害が頻
発 している。
・ 日本では地震,火山噴火,洪水,土




◎ 自然災害 とは 自然現象 と社会の脆弱









































◎ 日本 は 自然的要因 (地形,気象)と




・ 地震はプ レー ト同士がぶつか る摩擦
が原因で発生す る。
。日本 は四つ ものプ レー トが集 まる地
点にある。
・ 日本 には活火 山が多 くある (108山
あ り,世界の活火 山の 7%を占めてい
る)。




























○ 日本 の産業 には どのよ うな影
響をもたらすだろ う。
・第一次産業 (農業や漁業)へは






























・ 地震の揺れ に よつて,建物 な どが壊
れ る被害の他 に,火災の発 生や,地
すべ りな どが起 こる場合 もある。
・ 津波や洪水,土砂災害に よつて,建
物や家 な どが流 され る。
・ 火砕流や溶岩流,大量の火 山灰 は ,
人々の生活 を不可能 にす る。
・火砕流や溶岩流,火山泥流が河川 を
せ き止 め,洪水 を起 こす ことがある。




庫,水産物加 工施設 な どを使用不可
能にす る。
。津波は農地 を使用不可能にす る。
・ 多 くの工場が,それ までの よ うな生
産 を続 け られ な くなる。
・ 交通の不全に よつて,卸売業等 も機
能 しな くなる。








































○過去 の歴 史に学べ ることはな
いかな。


























◎社会の リジ リエ ンスが高いまち (社
会)のことである。
・外 国 と比べて,住む ことができる土
地が少 ない。




防災ハー ド (堤防な ど)の強化が必
要である。
減災 4Rを徹底す る必要がある。
防災に関す る様 々な施策 は費用対効
果 を踏 まえなければな らない。
◎ リア リテ ィの共 同構築ができる。
・ 積極的に情報 を発信す る。
・仲間 と協力 して,率先避難者 となる。
。日頃か ら災害 を想定 して,避難所や
避難路な どを確認す る。
・災害に強いまちづ く りについて考 え ,
実践 してい く。
<授業で用いる主な資料>
番 号 タイトル 客 料 の種 麺
資がキ1 災害大国日本 事真
資 料 2 無人島の自然災害? 析聞記事
蜃 料 3 大国 日本 也図データ、グラフ
F料4 のメカ‐ズム 助画
資料 5 日本と四つのプレート 写真
資料 6 火山大国日本 tlk図データ_グラフ
資料 7 瞳震と火山の関係 腋図 デ ー タ
資 料 8 台風の進路 気象データ
陛界の降水量 地図データ,″フ
魚 で 短 い 日本 の河 川 図.グラフ
督料 1■ 東京・大 阪 の洪 水 氾 濫 域 図ヽグラフ
資料 12 十秒
"害
お れ これ 測表 _動面
野】酔13 日本 と世 界 各 国 の森 林 率 グラフ
F料■4 阪神。淡路大震災(概要) 写真.動画
F料15 東日本大震 災(概要) 写真.動画
料 16 :山暗火の被害 説明文.動画
Fお[17晟闇 山 天 明 の大 嗜 火 .吏料
資料 18 尋菫 罐 菫 の 研 害 冊子
資料 19 東日本大震災の産業への影響 劇 知テ ー タ_グラフ
F料20観光への被害 vebニュース
F料21 交 踊 省 ハ ザ ー ドマ ップ vebページ
資料 22 災 子
野料 23 冊子
資料 24市吉の石碑 新聞 記 事











図 5 問題把握 における構成主義的な学び合いのイメージ図
このパー トの 目的は,学習者が持 つている素朴 な問いを交流 し合い,本単元において追
究す る問い (学習のテーマ)を導 くことである。上図は,その過程 を図示 した ものである。
まず,「日本では どこで どんな自然 災害が起 こつてい るのだろ う」と授業者が問いかけ,学
習者 に 自由に発言 させ ることによつて,学習者の経験の共有化 を図 る。その際,デジタル









く こ レ  グループ学習から一斉学習(交流活動)ヘ
日本は地形的特徴 と気象的特徴か ら,自然災害が発生 しやすい国である。地形的特徴 としてはプ レ
ー トの境界に隣接 しているため,地震 と火 山が多 く,山地が国上の約 2/3を占めている。そのため ,
日本の人 口は平野や盆地などの低地に集中す る形 とな り,短く急な河川か らの洪水被害が頻繁に起 こ













































プ レー トの境界が隣接 している/日本は山が多い (約2/3が山地)/日本は台風の通 り道になってい
る/日本の河川は短 くて急である/日本では活火山は 108山ある/火山が多い と地震 も多い/洪水
氾濫域が多い/平地盆地に町を築いてきた
図 6 問題迫究にお ける構成主義的な学び合いのイメー ジ図①
このパー トの 日的は 日本が「災害大国」と呼ばれ る理 由を地形的特徴 と気象的特徴か ら ,
学習者が 自ら,説明できるよ うにす ることである。 そのために,学習者 を 日本で頻発す る
自然災害である地震,火山噴火,洪水の三つの グループに分 け,グループ ごとによる調べ
学習を設定す る。 十分な調べ活動の後,それ らを学級全体で共有す ることによって, 日本
では多種多様 な 自然災害が起 こつてお り,それ らは地形的要因,気象的要因,社会的要因






























このパー トは 日本のIJ llが抱 える課題 を追究す るパー トである。 ここでは,自然 災害 に
対す る 日本の (社会的)脆弱性 を明 らかにす ることを 目的す る。前パー ト同様,三つのグ
ループで調べ活動 を行い,それ を学級全体で共有化 し,それ らの共通点を探 つてい く。そ







































防災施設の建設・修繕 を行 う/災害種 に合わせたハザー ドマ ップを作成す る/情報伝達
システムの構築が必要である/災害を想定す ることが重要である
日本 の各 自治体では,それぞれのハザー ド (危険の原因)に応 じた対策 を行 つている。
例 えば,地震津波,洪水が頻発す る地域では建造物の耐震化,堤防の建設 な どである。
しか し,どこの 自治体で も共通 してい る点は災害 を想定 したマ ップ作 りや,情報伝達シ









図 8 1問題追究にお ける構成主義的な学び合 いのイ メー ジ図③
このパー トは li″パー ト同様,問題追究のパー トであ り,防災にお けるソフ ト面での対策
には
't通
性がみ ′,れる とい う認識 を形成す ることを 目的 としている。 は じめにグループ ご
とによる1劇
"l'|「
例 (各自治体が行 ってい る防 災施策)を調べ,それ を学級全体で共有 し,
j々通性 を探 ることによつて,防災に必要な ソフ ト面での対策 を明 らかにす ることを意図 し
ている。
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|。 素早く情報を伝達して,対処すること i
ができるシステムカくある。      |

















図 9 学習の再構成 における構成主義的な学び合いのイ メージ図
このパー トは これ までの学習を基に学習者 の知識 を再構成す ることが 目的 となる。学習
者にこれ までの学習内容が定着 していれ ば,「自然 災害に強いまちとは ?」 と問 うことで ,
L図に示 した よ うな学び合いが行われ ることが期待 できる。 また,これ までの学習者 の調





方法 としてプレ 。ポス トテス ト,記述式の課題 (ポー トフォ リオ)を採用する。
i)ウェッビング図の作成を含んだ,プレ 。ポス トテス ト (記述式)を導入 し,授業を通 し
て学習者の認識がどのように変化 し,どのような知識が構築 されたのかについて見取る。
五)テーマごとに記述式の課題を与え,その記述内容によつて学習者にどのような知識が ど
の段階まで構成 されているのか見取 り,評価する。評価のルーブ リックは以下にように
なつている。
表 17 単元 「自然災害を防 ぐ」におけるルー プ リック試案


















自然 災 害 は 災 害 因
(自然現象)+社会の
脆 弱性 とい う構 図で
あ るこ とを理解 して
いる。
社会 の脆弱性 を明 ら
かに し,それ を克服








費用対効果 の観 点 か
ら,現在 の防災ハー
ドウェアの利 点や 問
題 点 を 記 述 し て い
る。
費用対効果 を踏 ま え
てお り,実現可能性
が高い防災ハー ドウ

































資料 3 地震 大国 日本
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資料 6 火山大国 日本
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資料 10 急で短い 日本の河川
資料 11 東京 。大阪の洪水氾濫域




















































































資料 12 土砂災害 あれ これ
広島土砂災害(2014.8.20)の災害因 土砂災害の種類
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資料 14 阪神 。淡路大震災 (概要 )
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北麓の鎌原村 を埋没 させ た
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資料 19 東 日本大震災の産業への影響
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を図ることを意図 してお り,それを可能にするための 「仕掛け」 として,グループ学習の
モジュール化やデジタルコンテンツである,防災ウェッブシー トを設定 している。
また,第Ⅱ章において示 した,求められる社会科防災学習の視点を組み込み,学習者の
社会科認識の質を評価するためのルーブ リックを作成 している点も成果の一つ として,あ
げられるだろ う。




終 章 研 究 の 意 義 と課 題
1 研究の意義
本研究における問いは二つである。一つは,「新 しい能力」を育成す るために,社会科授
業には,どの よ うな変化が求 め られてい るのか。 も う一つは,災害大国 日本 にお ける社会
科授業 には,どのよ うな防災学習が求め られているのか。この二つの問いに対す る答 えは ,
多様である。 よつて,本研究の意義 は,これ ら二つの問い に対す る答 えの一つを提案 して
い る点であると言えよ う。以 下に,本研究において導き出 した答 えを示す ことによつて ,
それ を研究の意義 と位置付 ける。
まず,これか らの社会科 に求め られ る変化 について。本研究が導 き出 した答 えは,構成
主義的アプローチを援用す る とい うものである。社会科 とは,そもそ も,「子 どもが中心に
なつて,自分たちが生 きている社会 を研究す るための教科 1)」 である。すなわち,学習者
の主体性 が重視 されなけれ ばな らない。 しか し,先にも述べた よ うに,学習者の主体性 を
重視す る社会科授業に対 しては,「はいまわる」とい う批判 が向け られてきた。つ ま り,社
会科において,学習者 の主体性 と形成 され る社会認識体制 の質 は,二律背反 として捉 え ら
れ てきた と言えよ う。本研究では,その前提 を疑い,両者 を保障す るための授業開発 を 目
的 とし,その 目的を達成す るための手段 として,構成主義的アプ ローチを援用 した。構成
主義的アプ ローチによつて授業を構成 し,授業者が十分な「仕掛け 2)」を設定す ることで ,
学習者 の主体性 と社会認識体制の質保障が可能 とな り,その授業モデル を開発 している点
に,本研究の意義があると言 えるだろ う。
次に,求め られ る社会科防災学習について。本研究が導 き出 した答 えは,自然災害を社
会的事象 として捉 え,被害 を最小限に とどめるために,社会のシステムを批判的 に検討す
る防災学習が求め られてい る とい うものである。先述 しているよ うに,現在 の防災教育は ,
学校教育全体で進 める安全教育の一環 とい う位置づ け となってお り,各教科,領域で担 う
べ き防災学習は,系統化 。構造化 された もの とは言 い難 い。災害大国 と呼 ばれ る我が国に
おいて,防災教育や防災学習の充実は,必須課題であ り,その先頭 に立つ教科は社会科に
他 な らない。 よつて,社会科 にお ける防災学習 を類型化 し,防災学習に求 め られ る視点を




まず,開発 した授業モデル を実践 し,学習者 の社会認識体制が どのよ うに形成 されてい
るのかを検証 し,本授業モデルの有用性 を高めることである。す なわち,学習者 の認識形
成過程 を対象 とした実証的研 究が課題 としてあげ られ る。
次に,社会科防災学習の類型 についてである。本研究においては,収集 した 30の実践
事例か ら,帰納的に四つの類型 を導 き出 したが,この類型 の妥 当性 は十分 とはいえない。
よって,実践事例の収集 と分析 を進 めることによつて,小学校社会科 にお ける防災学習の
類型 を精緻化 していきたい。
最後 に,社会科防災学習の系統化・構造化 についてである。本研 究では,小学校第 5学
年単元 「自然災害を防 ぐ」の授業モデルの開発 を したが,他学年,ひいては中等教育にお

























































































コミュニティ重視型  1 社会システム重視型
○
授業の概要
1 洪水の経験や日田の洪水について話し合う。 6 小ヶ瀬井手について調べる。
2 水害の大概をまとめる(人,家,道路,産業)。 7 日本で有名な水利事業と人々の苦心の様子
3 日本全体を見通して水害の話を聞く。     について調べる。
4 復興の様子や今後の治水対策を調べる。   8 用水の種類や利用の仕方について話し合う。



























































































































































































































































































コミュニティ重視型  1 社会システム重視型
○
授業の概要
1 地図の約束            3 山国―立体的な日本の形 (8時間)
2 島国一平面的な日本の形 (3時間)  イ 山地
イ 日本列島             口 火山と地震
口 位置・面積           ハ 川 と平野













































①地形とくらし           ⑤川の様子
②平地の様子            ⑥日本の国土と位置




































































































































































































災害種 (事例) 地震・津波災害 (阪神・淡路大震災,東日本大震災),土砂災害?
























































第 2次 世界 と比ベ
。 世界の自然災害に
o どうしてスマ トラ












































報告  第114号』2012, pp.29‐37.
「自然災害の防止」
(第5学年)





























































































































災害種 (事例) 洪水災害 (カロ古り!|の洪水),津波災害 (釜石の事例)

































































































































































































































































コミュニテイ重視型  1 社会システム重視型
○


































































































































災害種 (事例) 集中豪雨 (2012年7月九州北部集中豪雨)












































































































































。伊藤安男『台風と高潮災害 :伊勢湾台風(シリー ズ繰り返す自然災害を知る。防ぐ第8巻)』 古
今 書院,2009.






















・高橋和雄『豪雨と斜面都市 :1982長崎豪雨災害(シリー ズ繰り返す自然災害を知る。防ぐ ;第9
巻)』 古今書院,2009。
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